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　皆さん、冬といえば何を思い浮かべますか。小
林市では寒くなり、雨もあまり降らなくなります
ね。あとは、お正月でしょうか。それともおでん
やこたつでしょうか。私の場合は、ドイツで一番
大切なお祭りであるクリスマスと、小林市ではほ
とんど見ることのない雪です。
　雪合戦をしたり、雪だるまを作ったり、そりに
乗ったりといった冬遊びは、子どもの頃によくし
ました。もちろん楽しい思い出ですが、必ずしも
しないと落ち込むというわけではありません。
　ただ、白い毛布のような雪に包まれた道を散歩
することには、少し憧れるようになりました。
　幸いにも、その願いをかなえる簡単な方法があ
りました。小林市では雪が降らないので、雪が降
る場所に行けばいいのです。そこで、２月の初め
に６年ぶりに札幌へ行ってきました。１年で一番
寒い時期かもしれませんが、毎年２月に開催され
る「さっぽろ雪まつり」を目的にした旅でした。

　この祭りでは、雪や氷で作られた彫像が公共の
場に展示されています。彫像の大きさはもちろん、
ユニークなモチーフや細部まで精巧に作り込まれ
た様子を見て、いったいどうやって雪で作ったの
だろうかと思いました。
　別の日には、北海道神宮にお参りしました。神
宮へ向かう道はいくつかありますが、森を通る道
を選びました。雪は降っていませんでしたが、た
くさん積もっていて、日差しが差し込み、森も神
社の屋根も、積もった雪が欠点のない一枚の布の
ように広がっていて、まるで冬が描いた絵のよう
でした。
　３日間の旅行を終え、比較的暖かい小林市に
戻ってきましたが、雪への憧れはひとまず満たさ
れました。
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